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　白山地域のトビケラ類幼虫の種類相については, HoRi (1961),富樫(1965, 1977, 1978),川那部

ほか(1972),谷田(1975).大串(1978)などの報告がある。成虫による種類相の報告は少なく(Tani)a,

1980), 7科10属13種が記録されているにすぎない。

　我国において，灯火採集を周年行なうことによって,河川のトビケラ種類相を明らかにした例は,ほ

とんどない(津田. 1942)。河川環境の生物学的評価を行なうときに，種類相を把握するために，成虫

についての分類的調査を行なう必要性は高い。本調査は,尾添川流域自然環境保全基礎調査の一環とし

て実施したもので，白山地域，とくに尾添川の底生動物相を把握することを目的としたものである。

　本報では，白山麓の中宮温泉（尾添川支流蛇谷川）と市ノ瀬（牛首川）の２地点で定期的に行なっ

た灯火採集によるトビケラ成虫をおもな材料として当地域の種類相を報告する。それらの資料をもと

に，白山地域の河川環境の特徴についても，若干の考察を行なう。

　金沢大学理学部生態学研究室，石川県白山自然保護センターの方々には，現地調査に協力して頂い

た。環境庁白山国立公園管理員の青山銀三氏は,快よく施設を利用させて下さった。石川県農業短期大

学の富樫一次教授，石川むしの会の川瀬英爾博士，富沢　章氏は，貴重な標本を御恵与下さった。文

献の収集には,富樫教授,北海道立さけます孵化場の伊藤富子氏･川村洋司氏,王立オンタリオ博物館の

G. B. Wiggins教授をはじめとする多くの方々に協力して頂いた。それらの方々に深く感謝する。

採　集　方　法

　蛇谷，市ノ瀬両地点の灯火採集は, 1980年は５月から10月までほぼ１月おきに, 1981年は適宜実

施した。

　灯火採集には.2種類のブラックライト（暗色と捕虫用明色各20W）各１本と60 W白熱電球２個を

用いて,1.2 mx 3 mの白木綿布を照明し，それに飛来するトビケラ成虫を,原則として全個体採集し

た。採集した成虫は,酢酸エチルを用いて殺し,一部は乾燥標本とし，残りは80％アルコールで固定・

保存し，実験室での検鏡に供した。また同定に際して，一部の個体の生殖器をＫＯＨで処理し，検鏡

した。

　採集時間は，日没から午後11時頃までとし，ほぼ30分おきに布上の個体を採集した。また. 60分

以上新しい個体が飛来しないときには，その日の灯火採集は中止した。
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　蛇谷・市ノ瀬両地点以外の灯火採集では，照明方法，採集時間などは，一定していない。ブラック

ライトなどを使用した場合と，人家の灯火に飛来する成虫を採集した場合（1972年の市ノ瀬と木滑地

点）とがある。

採集地点の概況

蛇谷地点は,手取川水系尾添川の上流部の標高600 mに位置する。灯火採集をした場所から約30ｍ
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離れたところを川幅30 m程度（流れ幅約10m）の蛇谷川が流れている。この川の採集点付近の平均

勾配は30m/kmで, Aa-Bb移行型の河川形態を示すが，融雪期・洪水期には水量は著しく増え，濁

水が流れる。渇水期の流量は著しく少なく，河床表面を水が流れなくなる区間もある。すなわち，水

量の変動が大きく，砂礫の運搬・堆積量の多い，いわゆる「荒れ谷」である。いっぽう，採集地点付

近では,川幅10m未満の支沢が数本,蛇谷川に流入している。これらの支流の水量は，比較的安定して

おり，本流に較べ底生動物は豊富である（谷田，末発表）。

　市ノ瀬地点は，手取川水系牛首川の上流部の標高800 mに位置する。灯火採集をした場所から約50

m離れたところを，川幅100 m程度の牛首川本流が流れている。市ノ瀬付近の平均勾配は, 50

m/kmで，蛇谷川と同様Ａａ-Bb移行型の河川形態である。本流は,蛇谷川と同じような荒れ谷であ

るが，周辺には水量の安定した支流が，本流へ流入している。小支流の底生動物は豊かである（川那

部ほか, 1972）。

　蛇谷・市ノ瀬両地点及びさらに副次的な灯火採集を行った六万山（標高1000 m）・岩間（標高900

m）・大日ダム（標高650m）・木滑（標高300 m）の位置は，Fig. 1に示したとおりである。また，

建設省市ノ瀬砂防出張所によって観測された,採集日の気温は,最低が12℃（1980年10月12日21時）

で最高が24.5℃（同年８月15日18時）の範囲であった（北陸地建金沢工事事務所の御厚意による）。

種　　類　　相

　白山地域の山麓部(標高300 m～1000 m)に位置する６地点の灯火採集に出現したトビケラ成虫

の種類相は, Tab. 1に示した。また出現種の分類的リストは，付表(Appendex)に示した。

　ヤマトビケラ科２種，ナガレトビケラ科５種，タニガワトビケラ科２種，イワトビケラ科４種，ヒ

ゲナガカワトビケラ科２種，シマトビケラ科５種,エグリトビケラ科11種，マルバネトビケラ科１種，

トビケラ科１種，ヒゲナガトビケラ科２種以上，カクツツトビケラ科２種以上の,合計11科26属37種

以上を記録することができた。このうち24種(Appendexに※印で示す)が石川県内ではじめて記録

される種類である。また，ナガヤマミヤマイワトビケラPlectrocnemia nagayamai Sc.とニホンウス

バキトビケラ Limnephilus nipponicus Sc. の２種は,北海道での記録はあるが，本州からはじめ

て記録された種類である。アルタイヤマトビケラ　Glossosoma　altaica　として報告されたものは

(Tanida,1980),精査の結果ニチンカンタヤマトビケラ G. nichinkantaであることが明らかとなっ

た。さらに，ウルマーシマトビケラHydropsyche　tsudaiはH. orientaleのシノニムであることが，

文献調査で明らかとなった(Appendex参照)。

　蛇谷地点で採集されたトビケラ成虫の種数は，全部で11科21属28種であり，各採集日の出現種数

は, 1～13種であった(Tab.l)。優占的な種類は，イノプスヤマトビケラ・ウルマ ―シマトビケラ・

シマトビケラ属の一種・イシカワコエグリトビケラ・ニホンコエグリトビケラであった。

　市ノ瀬地点で採集された種数は，全部で11科17属25種で，各採集日の出現種数は2～10種で

あった（Tab.1）。優占的な種類は，蛇谷地点と同様，イノプスヤマトビケラやシマトビケラ属の２種

であったが，コエグリトビケラ属の個体数は，比較的少なかった。

　両地点に共通して出現した種類は. 18種あった。ヤマトビケラ属，シマトビケラ属，ナガレトビケ

ラ属，ヒゲナガカワトビケラ属など，個体数の名い種の士郎分か共通種であった。

　非共通種の大部分は，出現個体数の少ない種であった。比較的個体数の多かった種で，蛇谷地点だ

けに出現した種類は，キソタニガワトビケラ・キソイワトビケラの２種であり，市ノ瀬地点だけに出

現した種類は，ヒラタコエグリトビケラ・キョウトコエグリトビケラの２種であった。それら以外の
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非共通種，例えばチャバネヒゲナガカワトビケラやムラサキトビケラなどは，幼虫ないし成虫が両地

点で確認されている(谷田，末発表)。

　全体としてみれば，蛇谷・市ノ瀬の両地点のトビケラ相は，類似していると考えてよい。

　長期間にわたる成虫の採集によって河川のトビケラ相を明らかにした例は，我国では津田(1942)

が京都市の鴨川で灯火採集をし,10科32種を報告した例以外にはみあたらない。採集方法･採集地域

などは，今回の調査とかなり差があるが，種類相を中心に若干の比較を試みる。

　まず，全体の出現種数は，白山地域の両地点で28,25種に対して，鴨川では32種と，大差はない。

しかしながら，共通種は，イノプスヤマトビケラ　G. inops， ヒゲナガカワトビケラ属の２種, s.

marmorata とS. sauteri，ウルマーシマトビけラ H. orientalis，ニンギョウトビけラ G. japonica,コ

カクツツトビケラ D. japonicus,ホタルトビケラ N. ruficollisなど，8～９種にすぎなかった。

　白山地域の２地点に出現した種類は，タニガワトビケラ属　Dolophilodes, コエグリトビケラ属

Apatania,Neophylax など，全体として山地性の種類（津田,1943）の多いことや，北方系の種類（エ

グリトビケラ科の一部など）が多いことが特徴的である。

トビケラ成虫の季節的消長

　定期的に調査を行なった蛇谷・市ノ瀬の２地点の採集記録を中心にして，白山麓における出現頻度

の高いトビケラ成虫の出現期（灯火への飛来時期）を, Tab. 2に５型にまとめて示した。

　5～10月の全採集時期を通じて出現する種は，イノプスヤマトビケラ・シマトビケラ属の２種，ヒ

ゲナガカワトビケラの合計４種で，いずれも比較的個体数の多い種類であった。春と秋の２回の出現

期をもつと考えられる種類は，ミナガレトビケラとニッポンウスバキトビケラの２種，春にだけ出

現する種類はヒラタコエグリトビケラの１種だけであった。春から夏に出現期をもつ種類は，合計７

種であった。9～10月の秋だけに出現する種類は，ホタルトビケラなど７種（約40％）があった。秋

にだけ出現する種類は，津田（1942）の場合（３～４種:20％）に較べると，倍近くになっている。
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　コエグリトビケラ属 Apatania では３種が出現したが，その出現時期には種間の重なりが少なかっ

た。すなわち，ヒラタコエグリトビケラ A. aberransか4～５月に，キョウトコエグリトビケラ A.

kyotoensisか6 ～９月に，イシカワコエグリトビケラA. ishikawaiか9 ～10月にと，季節的な出現

時期が異なっていた。同属種間の出現時期に重なりの少ない例としては，そのほかには，タニガワト

ビケラ属　Dolophilodes　の２種（キソタニガワトビケラ　D. kisoensis 　とタニガワトビケラ　Ｄ．

japonicus）やコカクツツトビケラ属Dinarthrodesの2種（コカクツツトビケラ D. iaponictisとフト

ヒゲカクツツトビケラ D. complicatus）でも観察された（Table1.参照）。

種類相と河川環境

　蛇谷・市ノ瀬の両地点で採集されたトビケラ成虫の種類数は,合計35種になり，この種数は,津田

（1942）による京都鴨川における灯火採集の種数と大差のないことはすでに述べた。しかしながら，

白山地域の上記２地点のトビケラ相のうち，幼虫が本流ないし大きな支流に生息するものは，ヤマト

ビケラ属，ヒゲナガカワトビケラ属，シマトビケラ属，ナガレトビケラ属の一部，ニンギョウトビケ

ラ属など, 7種程度と考えられる。残りの多くの種類は，支沢などに生息する種（例えば，タニガワ

トビケラ属，イワトビケラ属，シロフツヤトビケラ属，コエグリトビケラ属など）や止水性の種（エ

グリトビケラ科の一部やマルバネトビケラなど）である。

　また，我国の中流域の底生動物の生産を高めている造網性のトビケラ，とくにヒゲナガカワトビケ

ラの仲間は，2種が出現しているものの，その個体数は鴨川などに較べると少ない。

　すなわち，蛇谷川・牛首川とも，本流性トビケラの種類数，個体数とも極めて貧弱であることが，

灯火採集の結果からも推察される。白山地域の本流ないし大規模な支流の,底生動物が貧弱なことは，

すでに知られている（川那部ほか, 1972 : 大串, 1978）。

　いっぽう，小規模な支流や支沢に生息するナガレトビケラ・タニガワトビケラ・コエグリトビケラ

などの種類相は，豊かであることが今回の調査からも裏付けれる。これらの小規模な流水のトビケラ

相については，稿を改めて報告することにする。
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SUMMARY

Trichoptera adults collected by light traps at six sampling sites of the foot of Mt.

Hakusan in Ishikawa Prefecture, Central Japan are identified and listed. More than 37

species belonging to 11 families are identified in this study with a taxonomical appendex.

Among them 24 species are newly recorded from this region and two species are first

recorded from Honshu Island. Catches from the two sites,Jadani and Ichinose, provide infor-

mation for the relative abundance of species and seasonal range of flight period.

Dominant species at lights are Glossosoma inops, Hydropsyche spp. and Apatania spp.

Abundant species are classified into five categories according to their flight period (see

Table 2). Species of autumn flight period were most abundant at the sites. Among the

Trichoptera catched in this study, only seven species seem to be emerged from streams

near the sampling sites.Others seem to be from spring flows or stagnant waters near the sites.

The Trichoptera catches of Hakusan is compared with that of Kamogawa in Kyoto (Tsuda,

1942), the former contanis more species of Holoarctic and those of montane than the latter.
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APPENDEX : A CHECKLIST OF TRICHOPTERA*

Glossosomatidae

Glossosoma inops (Tsuda)

Mystrophorainops; Tsuda (1940:193)

Mystrophorainops ; Tsuda (1942: 250)

Glossosoma(Eomystra)inops; Ross (1956:155,Fig.320)

Glossosoma (Synafophora) nichinkanta Schmid

Glossosoma（Synafophora)nichinkanta;Schmid (1971:618-9,Figs.26-7)

Rhyacophilidae

Apsilochorema sutchanum Martynov

Apsilochorema sutchanum; Martynov (1934: 72)

Psilochorema japonicum ; Tsuda (1942: 243-4)

Apsilochorema sutchanum ; Ross (1956:124) synonymy

Rhyacophila kuramana Tsuda

Rhyacophila kuramana; Tsuda (1942: 247-8)

Rhyacophila kuramana; Ross (1956: 93, 119)

Rhyacophila articulata Morton

Rhyacophila articulata; Morton (1900: 5)

Rhyacophila articulata; Tsuda (1940: 132)

Rhyacophila articulata： Ross (1956: 82,117)

Rhyacophila articulata; Kobayashi (1971: 7-8, p1. I)

Rhyacophila lambakanta Schmid

Rhyacophila lambakanta; Schmid (1970: 132, pi.XLI, Figs. 14-5)

Rhyacophila lambakanta ; Emoto (1979: 562-4)

Philopotamidae

Dolophilodes japonicus (Banks)

Philopotamus japonica ; Banks (1906: Ⅲ,)

Dolophilodes exscisus; Martynov (1933:140-142)

Sortosa (Dolophilodes) japonica ; Ross (1956: 59)

Sortosa (Dolophilodes) japonica ; Kobayashi (1980: 92-3, PL I, Fig. 5,P1.3, Figs. 4-6)

Dolophilodes kisoensis Tsuda

Dolophilodes kisoensis; Tsuda (1939: 296-7)

Sortosa (Kisaura) kisoensis; Ross (1956:57)

Kisaura kisoensis; Kobayashi (1971: 22-3, PL XIII)

Sortosa (Kisaura) kisoensis; Kobayashi (1980: 89-90, PL I, Fig. 2, PL Ⅱ, Figs. 4-6)

*Literatures without description of species are omitted in this list
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Polycentropidae

Paranyctiophylax kisoensis Tsuda

Paranyctiophylax kisoensis; Tsuda (1942: 265-6)

Paranyctiophylax kisoensis; Kobayashi (1971:28-9, PI. XVII)

Plectrocnemia ondakeana Tsuda

Plectrocnemia ondakeana ; Tsuda (1942: 261-2)

Plectrocnemia nagayamai Schmid

Plectrocnemia nagayamai; Schmid (1964: 829, 831, Figs. 16-7)

Stenopsychidae

Stenopsyche marmorata Navas

Stenopsyche griseipennis ; Ulmer (1907: 77-8. Taf. IV, Fig. 21)

Stenopsyche japonica; MaRtynov (1926: 288, Figs. 15-7)

Stenopsyche griseipennis; Kuwayama (1930: 195, Fig. 1)

Stenopsyche griseipennis; Kimmins (1958: 254, Fig. 2)

Stenopsyche marmorata; Schmid (1969: 214, Fig. 4, Pis.Ill,IV)

Stenopsyche marmorata ; Kobayashi (1971: 26-7, PI. XVI)

Stenopsyche marmorata ; Tani (1977, 195, PI. 43)

Stenopsyche sauteri Ulmer

Stenopsyche sauteri; Uimer (1907: 78)

Parastenopsyche sauteri; Kuwayama (1930:116-7, Fig. 3)

Stenopsyche sauteri; Schmid (1969: PI.IV)

Stenopsvche sauteri; Tani (1977: 195. PL 43)

Hydropsychidae

Parapsyche maculata (Ulmer)

Ardopsyche maculata; Uimer (1907:71-2.Taf. IV, Fig.13)

Parapsychenigrocephala; Schmid (1964: 826-8,Figs.4-6)

Parapsychemaculata; Schmid (1968: 73)synonymy

Parapsychemaculata; Tani (1977: 195,PI.43)

Hydropsyche orientalisMartynov New Combination

Hydropsyche nevae; Ulmer (1907:64)

Hydropsyche orientalis;Martynov (1934: 276-7,340)

Hydropsyche ulmeri; Tsuda (1940: 26-7)

Hydropsyche ulmeri; Tsuda (1942: 279)

Hydropsyche tsudai; Tani (1977: 196,PL 43)

Hydropsyche selysiUlmer

Hydropsyche selysi;Ulmer (1907: 67-8,Figs.101-3)
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Hydropsyche selysi; Tani (1977: 196, PL 43)

Limnephilidae

Limnephilus orientalis Martynov

Limnephilus borealis;Ulmer (1907: 17, Figs. 26-7)

Limnephilus orientalis;Martynov (1935: 348)

Limnephilus nipponicus Schmid

Limnephilus nipponicus; Schmid (1964: 834-6, Figs. 37-8)

Asynarchus sachalinensis Martynov

Limnephilus amurensis; Ulmer (1907:19, Taf. I, Fig. 5)

Asynarchus sachalinensis; Martynov (1914: 227-30, Figs. 29-30)

Limnophilus tateyamanus; Tsuda (1942: 315-6, Figs 59-60)

Asynarchus sachalinensis; Schmid (1954: 92-6, Figs. 25-7)

Asynarchus amurensis; Tani (1978: 16-7, Figs. 8 D-F)

Halesus sachalinensis Martynov

Halesus sachalinensis; Martynov (1914: 236-8, Figs. 45-7)

Halesus sachalinensis; Kuwayama (1936: 152)

Halesus sachalinensis; Schmid (1951: 24)

Halesus sachalinensis; Schmid (1955:181)

Pseudostenophylax ondakensis (Iwata)

Stenophylax ondakensis; Iwata (1928:122)

Pseudostenophylax ondakensis; Schmid (1955: 111)

Nothopsyche ruficollisUlmer

Chilostigma ruficolle;Ulmer (1905:14-5, PI.I, Figs 12-3)

Nothopsyche ruficollis;Ulmer (1907: 29, Figs. 47-8)

Nothopsyche ruficollis;Schmid (1952: 143-5, Figs. 149-57)

Neophylax japonicus Schmid

Neophylax japonicus; Schmid (1964: 831-4, Figs. 21, 28-30)

PNeophylax muinensis; Kobayashi (1977: 8-9, PI.I Figs. 2-4, PI.II, Fig. 5)

Apatania ishikawai Schmid

Apatania ishikawai; Schmid (1964: 831-2, Figs. 25-7)

?Apatania shirahatai; Kobayashi (1973: 35-6, PI. 8, Figs. E-H)

Apatania aberrans (Martynov)

Apateliaaberrans; Martynov (1933: 153-6, Figs. 26-32)

Apatania aberrans; Schmid (1953: 161-3, Figs. 29)

Apatania aberrans; Tani (1978:12-4, Figs. 6, A-C)

Apatania kyotoensis Tsuda

Apatania kyotoensis; Tsuda (1939: 291, Figs. 6-8)
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Apatania kyotoensis; Schmid (1954: 21, Fig. 55)

Goera japonica Banks

Goera japonica; Banks (1906:108-9, PL III,Fig. 9)

Goera japonica; Kobayashi (1971: 35-6, PI. 22)

Goera japonica; Tani (1977: 205, PI. 44)

Phryganopsychidae

Phryganopsyche latipennis (Banks)

Phryganea latipennis;Banks (1906: 107)

Phryganea latipennis; Ulmer (1907:10-13, Figs. 14-20, Taf. I, Fig. 3)

Phryganopsyche latipennis; Wiggins (1959: 745-57)

Phryganopsyche latipennis; Wiggins (1969: 723-6)

Phryganopsyche latipennis; Tani (1977: 203, PI. 44)

Phryganeidae

Eubasillisaregina (MacLachlan)

Holostomismaclachlaniregina; MacLachlan (1871:103)

Holostomisregina; Banks (1906: 111)

Neuronia regina; Ulmer (1907:6, Figs.1-3)

Neuronia regina;Nakahara (1913: 265-6)

Eubasillisaregina;Kuwayama (1970: 343-7)

Eubasillisaregina;Tani (1977: 202,PL 44)

Leptoceridae

Triaenodes yamamotoi Tsuda

Triaenodesyamamotoi; Tsuda (1942: 296-7,Figs.46-7)

Lepidostomatidae

Dinarthorodes complicatus Kobayashi

Dinarthrodes complicate; Kobayashi (1968: 8, PI. 4)

Dinarthrodes complicate; Tani (1971: 67-9, Fig. 13)

Dinarthrodes complicatus; Tani (1977:199-200, PI. 43)

Dinarthrodes japonicus (Tsuda)

Atomyielte japonica; Tsuda (1936: 400-3, Taf. 26, 27, Figs. 1-17)

Dinarthrodes japonica; Tsuda (1942: 329)

Dinarthrodes japonica; Kobayashi (1955:72, PI. 14, Figs. 1―5)

Dinarthrodes japonica; Tani (1971: 64-7, Fig. 11)

Dinarthrodes iabonicus; Tani (1977:199-200. PI. 43)
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